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人 と業績 盲先覚者の偉業をたずねて

川野楠己 著

定価 1,200円

(j送和け別 300円）

NHK「盲人の時間」のディレクターが、取材から得た感動を、その

ままぶつけた力作です。

6人の盲先覚者の生きざまが、そのまま読者に伝わってきます。

永年、盲関係の図書を発刊してきた本会が、自信をもっておすすめで

きる書です。

葛原勾当平 IIll家 森恒太郎元余土村村•長

平方冊男はり師 中道益平元光道!Ml位l •長

後藤寅市前北海点字図書館•長 金成甚五郎元fl]歌山県立盲学校長

元日本盲人会連合会長

よりよきものをもとめて
1977年、AFB（アメリカ百人援謡協会）ガ、

臼枚メーカーカら10梱類の校を集め、総合

テストを行った結果、ポケッタフルケ

ーンガ隈も秀れていると評価され

ました。曰本でも好評発売中

疇。：亨
収のジオしてla 且収帷項 ・折りCEみ

収4>.J!項を允売してあり 石突スベア及U折りた
たみ即こついてlar,午団をうけだ忠りつてありょq。

＠田注文、国閤合わせは下記9こ願います。
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若い人への提言

名古界ライトハウス会長片 岡 好亀

僕は明治36年北海道で生まれた。現在満81歳である 。従 って前途

ある皆さんにアドバイスする機会を与えられたことに面映ゆさを感

ずるが、 今で も僕の心に蘇っ てくる 60年前の東京盲界事情の一端を

書 き、当時の若者逹の現状を述べ、その内で僕 自身か選んだ進路を

思い起してみたい。

僕は20歳函館師範学校在学中に視力を失った。失意から立ち直っ

た僕を兄夫婦か伴い官立東京盲学校中等部鍼按科に入学したのは 、

大正12年関東大裟災の年だった。当時、東京 には本校の外に四つの

私立盲学校があったが、それらに学ぶ諸君の多くは業者の家に住み

込み、夜は遅くまで客を求めて笛を吹き治療をして翌日登校する と

いう 毎日であった。その勉強の内容も鍼按の理論や技術のみで普通

教科はほとんどなかった。就学奨励法で何 もかも保節されている現

在から見れば惨胆たるものだった。また点字図書館は皆無、点字出

版所といえば東盲の同窓会が鍼按の図書や機関誌 1六つ星の光」を

発行、肥後氏が鍼按教科書を、伊達氏か簡単な英語辞典や辞林など

を発行していた。盲人キリスト 信仰会からはキリスト教関係の図書
cんにら

や「信仰」という雑誌を発行していた。今日の福祉施設に当るもの

といえば日本盲人協会の盲人寮と仲村点字器製作所があった。
I iか

このような中で斉藤武弥氏はマッセルの傍、同志と企って徒弟制

度の廃止、盲学生の援助を掲げ、また百合夫人も全盲女子大学卒の

第 1号と して大学の門戸開放や盲女子のための陽光会の建設を旗印

に夫妻で多忙を極めていた。また盲教育者の団体である「帝国盲教

育会」は 盲児の義務制の実施、教科書の低廉支給を掲げて文部省、

議会に陳情請願を繰り返していた。このような背景の中で、我々盲
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学生は十有余万の仲間達の悲惨な生活を心から 袋い、開拓精神に 燃

えて学業にも学生運動にも若い血潮を燃ゃしたものだった。

僕が中等部 4年の秋だ った。郷土の大先招、熊谷鉄太郎氏が関西

学院の神学部を出て牧師になり、岩揺武夫氏がやはり同大学で英文

学を専攻し近く英国に留学するといい、大野加久二氏が点毎に迎え

られて ジャーナリ ス トの道を歩いているといった情報を耳にして多

感な僕は自分自身の進路について多いに悩んだ。

折し も上京された鳥居篤治郎先生に会い僕の悩みを率直に訴え助

言を仰いだ。 じっと僕の話を聞かれた先生は「片岡君、迷うべきで

ない、師範部に入り給え。君は教育者を目指して師範学校に入り失明

したと 聞い た。今、日本の盲界で必要なのは 宗教家でも英文学者で

もジャーナリストでもない。盲人全体のレベルの向上に役立つ盲教

育者だ」と 実に明快な 答を頂いた。以後僕は鳥居先生を我が人生の

道案内として盲教育者になろうと決意し、昭和 2年師範部に入学し

た。優秀な新人達が地方から大勢}JUわり新鮮な感動がクラスに湘った。

本庄博士の内科、江村ドクトルのマッサージ等専門教科は高度と

なった。更に盲教育や盲人心理等教職課程が加わり、また臨床実習

や教育実習をみっちり学んだ。

昭和 5年、 多くの学友が希望に燃えて任地へと飛び立って行った

が、 僕はもう少し研究を続けたいと母校の啜託講師を拝命し東京に

残った。ちょうどこの時期までを近代日本盲界の黎明期と 重ねて僕

の青春時代と考えている 。

あれから60年、 教育 ・福祉のあらゆる面で確かに充実はしたが、

なお未解決の問題は山積しており新しい開拓者を求めていることは

明白で ある。

僕は誰でもこの世に産れてきた以上果さなければならない使命が

あると信じている 。どうか、皆さん一人一人が自分の果すべき使命

は何かをし っかりと掴みそれを果すために 命をかけ生涯を貫いてほ

しいと申上げて結びといたします。 ー 3 -



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

また、新 しい年を迎えることになりま した。 “また’'という 言 葉

がでてくるのは、私が歳 をとったせいで し ょうか？ 今 回の特集 は、

“青春時代”ということで、 まず、 若 い 3人の女性に 登場 して も ら

いました。 それぞれ夢 と希望 にあふれていながら 、 それでいて現実

をしっかり見つめ、足を地につけて歩いている現代っ娘たちです 。

彼女たちが、将来、幸 せな人 生 を送ることを望 まずにはいられま

せん。竹村さん、 藤 野さん、竹下さんのお 三人 も、それぞれの激し

い青春の思い出を書 いてくださいま した 。 “目が見えな い人た ちの

青春’'を、どう お感じにな ったでしょうか？

皆様のお手元にも 、 「盲学生情報センタ ー設立募金趣 意書 」が届

いていることと思います 。 日本 盲人福祉研究会 の一大発展を期 して

計画され た ものです 。 盲学生の学習上 の問顔を解決するために、単

に情報提供にとどま らず、実際的な援助を したいと 考えています 。

皆様の絶大な御協力を、心か らお願い申し 上 げます 。周りの方にも 、

募金 を呼びかけていただければ幸 いです 。 （田中徹二 ）
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